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Abstract (Aim, Use
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Contents)

近年, 量子情報処理のqubitの観点から, 長いスピンコヒーレンスを保持するS=1/2
第一遷移金属単核錯体が注目されている[1]。望ましくないデコヒーレンスを防ぐ分
子設計として, 核スピンの小さな骨格として, 偶数原子番号元素からなる分子性のタ
ングステン酸化物に着目しており, 本申請では, S=1/2 銅(II)置換Keggin型ケイタン
グステン酸のテトラブチルアンモニウム塩のスピンコヒーレンス現象を調べるため
に, パルス波を用いた電子スピン共鳴測定を行った。

実験
Experimental

測定サンプルは銅(II)置換Keggin型ケイタングステン酸と非磁性のZn(II)体を混合し
たモル比1％の磁気希釈粉末を直径5 mmの石英管に105 mg加えることでサンプリ
ングした。測定装置はBruker E680を用いた。X-bandのマイクロ波を用いてスピン
エコーが観測されるかどうかをecho detected ESRで調べ, Hahn echoシークエン
スを用いてスピンコヒーレンス寿命Tmを観測した。また, スピン―格子緩和T1

をinversion recovery法を用いて決定し, これらの緩和時間が温度に対してどのよう
に変化するかを調べた。

結果と考察
Results and Discussion

室温では, スピンエコーは観測されなかった。温度を10 Kまで下げたところ, スピン
エコーの観測に成功した。我々が知る限りポリオキソメタレートと第一遷移金属イ
オンを組み合わせた系のコヒーレンスの観測は初である。Hahn echo sequenceに
よってエコーの減衰を決定し, 単一の減衰の時定数を用いて解析したところ, Tm
は0.44 μs程度と見積もることができた。この値は単核遷移金属系で報告されてい
る値の範囲内である[1]。温度の上昇とともに, Tmは徐々に減少していき, 150 K
で0.075μs程度まで減少した。Inversion recovery法で決定したT1は温度の上昇と
ともに小さくなり, その速度の温度依存性はおおよそT4に従うことが示された。室
温付近でエコーが観測されなかった原因は高温で縦緩和時間が小さくなったためで
あると考えられる[2]。
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